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リリース内容

CAFIS Arch センタのリリース内容についてご案内いたします。

項番 タイトル 概要 備考

1 無操作改善
クレジット・NFC・クレジット/NFCサービスの取引速度改善を行いま
す。Castles端末を無操作でご利用されているお客様が対象です。

詳細は、p.2～p.5を参照ください。

2 クレジット三面待ちUI変更
有操作のクレジット三面待ちサービスで、カードリード画面と取引内
容入力確認画面の「戻る」ボタンを利用可能に変更いたします。

詳細は、p.6～p.7を参照ください。

3 電子マネー内部改善
電子マネーサービスの内部処理の改善を行います。ユーザオペレー
ション及び業務には影響ございません。

■はじめに

・リリース日時は以下の通りです。
2023年 11月 21 日（火）未明：本番
2023年 11月 28 日（火）未明：予備日

■リリース内容サマリ
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1. 無操作改善 –案件概要

castles端末のクレジット・NFC・クレジット/NFCサービスの売上取引の速度改善を行います。

端末 Saturn1000-E、 Saturn1000-L、 Saturn1000-M

ご利用形態
無操作（POS連モードありかつ無操作モードありでお申し込みの方）
共同利用・利用外

POS接続 Arch標準 ※1

対象業務 クレジット売上（0100001）・NFC売上（0100014）・クレジット/NFC売上（0100028）

■改修対象

※1 Pana POS・TEC POSをご利用のお客様は対象外となります。
※2 上記に記載のない端末・業務は改修対象外のため、影響はございません。
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1. 無操作改善 –案件詳細

売上取引のフローに対して複数の改修を行います。改修全体での短縮効果は加盟店様がPOS改修した場合最大で3～4秒程度、
POS改修しない加盟店様で1～2秒程度となります。

改修前
画面

（中略）
PIN・

サイン認証

改修
効果

加盟店様
オペレー
ション

伝票
印字

進捗度
を示す
画面へ
変更

改修③

ArchからのPOS応答の
返却タイミングを変更
※希望する加盟店様のみ、

POS改修要

売上電文
送信

カード
リード

認証
POS
応答

改修前 約4秒

改修後
約1.5秒短縮

改修① 改修➁

改修前 約3秒

改修後 約2.4秒短縮

記載の時間はクレジット IC（NoCVM オフ許可）、弊社開発環境で測定した場合
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1. 無操作改善 –改修の適用条件

今回の改修については、改修①➁は無操作のcastles端末をご利用の加盟店様に一斉適用、改修③はPOS改修を実施された
加盟店様のみが対象となります。

適用条件 適用時期

改修①カードリード前時間短縮 無操作のcastles端末利用の加盟店様に一斉適用 11月センタリリース後

改修➁インジケータ表示 無操作のcastles端末利用の加盟店様に一斉適用 11月センタリリース後

改修③POS応答前倒し 下記のPOS改修を実施された加盟店様のみ対象 ※1 ※2
11月センタリリース後、
お客様のPOS改修対応完了次第

■改修の適用条件・時期

■POS改修内容

改修③のご利用には売上のPOS要求電文への項目追加が必要です。応答電文の内容には変更ございません。
詳細は11月センタリリース後開示予定のPOS接続仕様書をご確認ください。
また、POS連環境は9月下旬より開放しており、本改修の試験を実施可能です。

改修内容：POS要求電文に追加モード（addMode = 110）を設定

※1 本改修によりPOS通信の感覚が短くなりPOS側への影響があることから、適用の対象はご要望いただいた場合のみに限定しております。
※2 OCXをご利用のお客様はDirectI/Oをご利用ください。OPOSの改修予定は現時点で未定です。
※3 未設定または110以外の値が設定された場合、通常と同じ動作をいたします。
※4 ご利用されるサービス（クレジット・NFC・クレジット/NFC）毎に修正が必要になります。
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1. 無操作改善 –POS応答前倒しの制約

POS応答前倒しのご利用にあたり、電子サイン対応が必須となります。また、シリアル接続の加盟店様に対してはPOS応答前倒し
が有効とならない場合がございます。

①電子サイン対応必須

➁POS接続がシリアル接続の加盟店様の場合、仕様によりPOS応答前倒しが効果を発揮しない場合がございます。
通信のバッティングが発生し、 POS応答電文の送信に2秒以上の待ち時間が発生する可能性があるためです。

原因：シリアルは同期通信を行っているため、前の通信が完了しないと次の通信ができない仕様になっています。
今回、直前の通信とPOSへの応答電文送信の感覚が短くなることで、直前の通信とPOS電文送信のバッティングが発生し
POSへの応答電文送信に2秒以上の待ち時間が発生する可能性がございます。

備考：特にボーレートの低い加盟店様で発生しやすいですが、シリアル通信の場合はボーレートの値に関わらず発生する可能性があります。
条件や発生頻度は加盟店様の通信環境により異なります。

■POS応答前倒しの制約

Arch POS

①直前の通信

➁POS応答

バッティングが発生した場合、
POS応答が2秒以上遅延
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2. クレジット三面待ちUI変更 –案件概要

◆概要
クレジット三面待ちの売上取引で、カードリード画面と取引内容確認画面の「戻る」ボタンを利用可能にし、入力内容の修正ができ
るようにいたします。

◆背景
取引内容確認画面で金額の誤りに気付いた場合、中止して取引を最初からやり直すことになりお客様をお待たせしてしまうケースが
発生したことから、本改修を実施いたします。

◆改修対象

端末 Saturn1000-E

ご利用形態
共同利用・利用外
クレジット三面待ちご利用のお客様 ※1

POS接続 なし ※2

対象業務 クレジット三面待ち（クレジット・NFC） 売上

※1 クレジット・NFCの両サービスをご利用かつ「クレジット・NFC一体化設定」ONのお客様
クレジット三面待ちの詳細は取扱説明書（クレジット３面待ち編）をご確認ください。

※2 クレジット三面待ちをご利用の場合でも、POS連でご利用の場合「戻る」ボタンは改修前同様利用不可となります。
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2. クレジット三面待ちUI変更 –画面遷移

取引内容確認画面またはカードリード画面で「戻る」を押下した場合、金額入力画面に遷移します。また、「戻る」前の入力情報は
すべてクリアされます。

戻るボタン
押下後

・ 金額入力画面に遷移
・ 「戻る」前の入力情報はクリアされる
（商品コード・金額・税その他）

※「売上」選択以降の画面遷移はお客様の申込時の設定により異なります。お客様の設定により、取引内容確認画面・カードリード画面で「戻る」ボタン押下後、「商品コード入力」画面に遷移する場合がございます。

戻るボタンは活性

戻るボタンは活性



© 2020 NTT DATA Corporation


